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■退院後支援開始の経緯

平成29年2月「これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」報告書で
措置入院者の退院後医療等継続支援のあり方等の取組みについてまとめ

平成29年9月「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」の改正案が衆議院解散に
伴い廃案

令和2年1月 「東京都における措置入院者退院後支援ガイドライン」の発出

平成30年3月「地方公共団体による精神障害者の退院後支援に関するガイドライン」
（措置入院者に限らないもの）発出

平成26年「良質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」
保健所の役割の一つに、措置入院者の退院に向けた支援の調整を行うこと
が示された
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精神疾患があり自傷他害のおそれがある場合で、知事
の診察命令による２人以上の精神保健指定医の診察の結
果が一致して入院が必要と認められたとき、知事の決定
によって行われる入院。

■措置入院とは

■足立区居住者の措置入院者数（東京都福祉保健局集計）

平成28年度75人、平成29年度48人、平成30年度72人、平成31年度57人
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■「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」とは

●精神障害者が、地域の一員として、安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、

医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加、地域の助け合い、教育が包括的に

確保されたシステム

●「入院医療中心から地域生活中心へ」の理念を支える

●多様な精神疾患等に対応するための基盤整備

●「地域共生社会」の実現に向かっていく上で欠かせないもの

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築のための手引き（2019年度版）」
および「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る検討会資料」より5
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